
令和６年能登半島地震・奥能登豪雨

能登町復興計画（概要版）
「未来のとびら」- ＭＩＲＡＩ ＮＯ ＴＯＢＩＲＡ-

復興への希望の垂れ幕(令和６年１月27日能登町役場１階ホールに掲示)

令和７年２月策定
石川県能登町



復興計画策定にあたっての基本的な考え方

•令和６年１月１日「令和６年能登半島地震」、９月21日から23日「令和６年奥能登豪雨」の二つ

の大規模な災害が短期間に続けて発生したため、多くの町民が今後の生活に悩みや不安を抱えて

いる状況です。この困難な状況を乗り越え、復興に向かうためには、今後の見通しを示し、早期

に生活基盤である住まいや生業の再建を進めるとともに、町内外の心と力を結集し、次世代が希

望を持てる持続可能なまちづくりを進めていかなければなりません。

•地震や豪雨災害によって一層厳しくなった人的資源や財政状況ではありますが、本町の豊かな資

源と魅力を守り、これまでの地域課題や災害で顕在化した新たな課題の解決を目指します。その

ため、今後の復興まちづくりにおける基本的な方針と取組の方向性を示す最も基本となる計画と

して、「能登町復興計画」を策定します。

１.計画策定の背景

・復興の主体及び担い手は町民一人ひとりです。町民や事業者等と行政（国、県、町）、さらには

関係機関や関係人口等、様々な主体が多様に関わりながら共に創る復興を目指します。

２.復興の主体

５.計画の構成

基本的な考え方、能登町という場や現状、まちの将来像・構造、再生と創
造に向けた５つの柱、計画の推進について整理
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住宅・店舗等の再建、生活や産業の再生基本理念１

•復旧・復興を実現するまでの期間は、９年間とします。

早期復興による人口流出阻止基本理念２

力強い未来を創造基本理念３

３.計画の基本理念

４.計画期間



能登町の暮らしの循環

•能登町では、「里山里海」がもたらす豊かな恵みを起源に、歴史の中で紡がれた「暮らし」「生

業」「祭り」につながる「暮らしの循環」が維持されてきました。このサイクルは、新たな恵み

や知恵、感謝、人を呼び込む動きを生み出し、持続的な暮らしを支えてきました。

•地震と豪雨による被災で弱くなってしまったこの循環を、復興を通して修復し、再構築していく

ことが、地域の人々の幸せを取り戻すことにつながります。

「感謝」は＜祭り＞と
して共有され、多世代
の「⼈」の参加で地域
が持続可能なものとな
る

蓄積された「知恵」は
＜⽣業＞として組織化
され、得られた富は
「感謝」の念を⽣み出
していく

生業

祭り

暮らし
「恵み」は⽇々の
＜暮らし＞を⽀え、
コミュニティ内の再
配分の中で「知恵」
が求められる

⻑ い 時 間 を 掛 け た
「⼈」の働きを通じて
＜⾥⼭⾥海＞は維持さ
れ、「恵み」がもたら
される

里山里海
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能登町という場



•人口減少や少子高齢化、厳しい財政状況等の中で地域経済を維持・増進していくためには、限ら

れた地域資源の効率化と、持続可能なまちの構造の構築が必要なことから、本町の「将来のまち

の構造」を設定しました。

•国や県等と連携し、復興の主体となる町民とともに、各拠点の機能等について、引き続き考えます。

将来のまちの構造
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生活を支え、日常生活や生業の再生に不可欠である道路や上下水道等の復旧を促進します。ま

た、地震や豪雨による被災で明らかになった防災面での課題を踏まえ、災害に強い社会基盤の整

備に取り組みます。

１ インフラの早期再生と強靭化

被災箇所測量

道路応急復旧工事

方向性１ 公共土木施設等の復旧・強靭化

 道路の早期復旧・強靭化
 海岸保全施設の早期復旧・強靭化
 河川・河川施設の早期復旧・強靭化
 港湾・港湾施設の早期復旧・強靭化

方向性２ 農林水産施設等の早期復旧

 農地・農業用施設の早期復旧
 林道・治山施設の早期復旧
 漁港施設の早期復旧

方向性３ ライフライン・公共施設等の復旧・

強靭化

 上下水道の早期復旧・強靭化
 ライフラインの強靭化
 公共施設の在り方検討、再配置
 公共施設の早期復旧

方向性４ 持続可能な地域公共交通の検討

 公共交通の復旧
 地域公共交通等の見直し、利用促進
 のと里山空港の利用促進

•基本理念の実現のために、「能登町の暮らしの循環」を念頭に置き、再生と創造を目指す４つの

柱を中心に取組を進めます。また５つ目の柱として「復興プロジェクトの創出」を組み込むこと

で、取組の継続的な活性化と促進を図ります。

再生と創造に向けた５つの柱
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１.再生と創造に向けた５つの柱

２.５つの柱に基づく分野別の取組

能登町の暮らしの循環

基本理念

循環の修復・再構築

住宅・店舗等の再建、生活や産業の再生１

早期復興による人口流出阻止２

力強い未来を創造３

再生と創造に向けた５つの柱

１ インフラの早期再生と強靭化

２
くらしと地域コミュニティの
再建

３ 生業（なりわい）の再建

４
安心してくらし続けられる
まちづくり

５ 復興プロジェクトの創出

取
組
活
性
化
・
促
進

山腹崩壊（北河内トンネル）

災害復旧事業費の国による査定



今後も安心して住み続けられるよう、町民の生活基盤となる住まいの再建や、地域コミュニ

ティの再建・活性化に取り組みます。また、「能登の里山里海」を守り、地域の大切な伝統文化

を次世代に継承できるように取り組みます。

２ くらしと地域コミュニティの再建

大屋根広場「みなとのニワ」
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方向性５ 災害廃棄物の早期処理

 災害廃棄物の撤去
 災害廃棄物の広域処理

方向性６ 応急仮設住宅等の確保

 緊急の住まいの確保
 入居者への支援
 コミュニティの形成支援

方向性７ 住宅再建への支援や住宅の強靭化

 きめ細かい情報提供や住宅相談の実施
 住宅の耐震化、宅地の復旧
 町営住宅の復旧
 生活環境の早期回復

方向性８ 災害公営住宅の整備

 災害公営住宅の整備

方向性９ 安心・安全な居住環境の整備

 地区別復興まちづくり計画の策定
 被害や地域の特性に応じた整備、計画的な土地

利用の推進
 民間賃貸住宅の供給促進と空き家・空き地の有

効活用

方向性１０ 町民の憩いの場や交流の場の再建

と創出

 公園等の復旧と防災機能の追加
 公民館等の早期復旧
 大屋根広場の利活用

方向性１１ 能登の里山里海の保全

 能登の里山里海の景観保全
 トキ放鳥に向けた環境整備

方向性１２ 祭りや文化財の再建

 祭りの再開・継承
 文化財の復旧
 神社仏閣等の再建

「能登の里山里海」に育まれた農林水産業や商工業・観光業の早期再建を図るとともに、被災

後の新たなつながりを生かした地域経済の活性化に向けて取り組みます。

農業（水稲）

観光交流センター
イカの駅つくモール

３ 生業（なりわい）の再建

方向性１３ 農林水産業の再建

 農業の再建
 林業の再建
 水産業の再建
 高効率・高付加価値化に向けた経営の推進

方向性１４ 商工業の再建

 商工業の再建に向けた体制の構築
 事業再開・持続化に向けた支援
 起業・創業や事業継承に向けた支援

方向性１５ 観光業等の再建

 地域観光資源の再生、受入体制整備
 国内観光客やインバウンド等の誘客
 ＳＮＳ等を活用した情報発信の強化

方向性１６ 能登町ブランドの開発とＰＲ

 魅力を生かした特産品開発、ブランディング
 食文化（発酵食、地酒等）の魅力発信

方向性１７ 雇用の維持・創出、担い手の確保

 雇用の維持
 新たな事業の創出
 各種生業の担い手確保

災害公営住宅（熊本県南阿蘇村）

畜産業（能登牛）

漁業（定置網漁）



一人ひとりが日常生活を取り戻すことができるよう、生活再建を支援します。また、「安心・安

全で健やかな能登の魅力ある暮らし」が実現できるよう、子育て・教育・保健・医療・福祉等の充

実を図るとともに、地震や豪雨による被災の教訓を踏まえた防災・減災対策に取り組みます。

次世代が希望を持ち、誇れるまちをつくるため、「能登の里山里海」に育まれた地域資源を活用

するとともに、地震や豪雨による被災をきっかけにつながりをもった関係人口等と連携して、新た

な人材や投資を呼び込む創造的な復興プロジェクトの創出に取り組みます。

５ 復興プロジェクトの創出
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方向性１８ 妊娠期から出産・子育て支援の

確保・充実

 子育て環境の充実
 こどもの遊び場の創出、こどもの居場所づくり

方向性１９ 学校教育の充実

 学校施設等の復旧、安全で快適な教育の場の提供
 児童生徒の心のケアと教職員への支援
 学校における防災教育の充実
 県立能登高等学校のバックアップ

方向性２０ 被災者の生活再建支援や相談体制

の強化

 被災者への経済的支援活用促進
 災害ケースマネジメントの実施
 住まいや生活の再建に向けた総合相談会の実施

方向性２１ 保健・医療・福祉の確保・充実

 医療・福祉施設の復旧
 保健・医療・福祉体制の強化
 疾病予防対策とメンタルヘルスケアの充実

方向性２２ 生涯学習活動の充実

 生涯学習・文化・スポーツ施設の復旧・機能強化
 学びと憩いと癒しの場の提供
 文化に接する機会の創出
 スポーツイベントの開催

方向性２３ 企業や大学、団体、ＮＰＯ等との

連携強化

 企業や大学、団体、ＮＰＯ等との連携
 他自治体との協力体制の強化
 ボランティア活動の充実
 地域ささえあいセンターへの支援体制の充実

方向性２４ 能登半島地震等の検証を踏まえた

計画や体制の見直し

 災害対応の検証
 地域防災計画やハザードマップの見直し
 指定避難所等の機能強化
 備蓄計画の見直し・防災倉庫の整備
 災害時応援協定の充実
 町民への情報伝達手段の充実

方向性２５ 地域防災力の強化

 自主防災組織の育成・活動支援
 防災施設（避難路、誘導標識等）の復旧・整備
 防災訓練の実施
 防災意識の醸成

方向性２６ 消防機能・防犯活動の充実

 消防体制の見直し・機能強化
 防犯活動の充実、交通安全の強化

方向性２７ 被災の記憶や記録の後世への継承

 災害・復興記録の整理
 災害記録誌の作成
 災害の記憶の伝承

方向性２８ 能登町の未来を担うひとづくり

 次世代リーダーの育成
 多世代交流の促進
 ふるさとを愛する心の醸成

方向性２９ 人材や投資を呼び込む中間支援

組織の設置

 中間支援組織の設置
 官民連携の取組
 活動交流拠点「ノト クロスポート」の再建

方向性３０ 移住定住や二地域居住など関係

人口の創出と拡大

 移住定住支援の推進
 関係人口の創出拡大と二地域居住の促進

方向性３１ デジタルやエネルギー等の先進

技術の活用

 被災者台帳の一元的な管理・運用
 ＩＣＴを活用したサービスの推進
 オフグリッド型のインフラ導入

義援金や公費解体等の総合受付 応急仮設住宅の見守り支援

４ 安心してくらし続けられるまちづくり



・復興まちづくり意見交換会や対話会、アンケート調査、復興推進委員会・部会等を通じて、皆

さんからいただいたご意見も参考に、町民、事業者、町、議会、国、県、民間・大学等が一体

となって、復興計画を策定しました。

【復興まちづくり意⾒交換会】

復興に向けたこれまでの取組

発行年月：令和７年２月
令和８年３月改訂

発 行：石川県能登町

〒927-0492 石川県鳳珠郡能登町字宇出津ト字50番地1
☎ 0768-62-8529

主な取組 実施時期（令和６年度）
復興まちづくり意⾒交換会 5/17〜5/25
復興まちづくり対話会 7/14、8/11
町⺠アンケート調査 6/25〜7/19
次世代アンケート調査 7/4〜7/19
復興推進委員会 5/16、5/28、8/29、12/26、2/13
復興推進委員会部会 6/19、6/20、7/25、10/1、12/5

【復興まちづくり対話会】

【復興推進委員会・部会】【町⺠アンケート】


